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ルブリン市にてピアノコンサート等が開催されます

在ポーランド日本国大使館

ul.Szwolezerow 8， 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm
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政  治

内   政

トゥスク首相の第２回施政方針演説【１２日】

１２日，下院において，トゥスク首相は，成長と雇

用の維持・拡大及び家族・子育て支援を柱とする二

度目の施政方針演説を行った。この中で，同首相は，

政府が産休に関する制度改正を行うことを発表。産

休を１２か月まで延長することは，２０１３年央にも施

行される見通し。同改正法を活用して産休を延長す

る場合は病休に伴う手当が８０％に削減される。他

方，専門家は，雇用者が女性を雇用しないようにな

る可能性があるとし，むしろ産休を義務的期間と任

意の期間に分け，任意の期間を父親が取得できるよ

うにすべきと指摘している。なお，政府信任投票は賛

成２３３，反対２１９票で可決された。

トゥスク首相が地方遊説の実施を表明【１５日】

１５日，トゥスク首相は，国民に政府の施策を説明

するため，クリスマス前に全国各地で地方遊説を行

うことを表明。

最新の政党支持率【１５日】

トゥスク首相の施政方針演説後に実施され，１５日

に発表されたＴＮＳ Ｐｏｌｓｋａの電話調査によれば，

野党「法と正義」（ＰｉＳ）の支持率は４０％となり，与党

「市民プラットフォーム」（ＰＯ）の３５％を上回った。そ

の他の政党の支持率は，民主左翼連合（ＳＬＤ）１

３％，パリコト運動７％，農民党（ＰＳＬ）２％となった。

外    交

クラウス・チェコ大統領がポーランドを訪問【１２日】

１２日，ポーランドを訪問中のクラウス・チェコ大統

領は，コモロフスキ大統領と共に，ポーランド・チェコ

経済フォーラムに出席。

セラフィン外務副大臣がスペインを訪問【１２日】

１２日，セラフィン外務副大臣は，スペインを訪問し，

ヴィーゴ欧州担当大臣と会談。次期ＥＵ多年度予算，

銀行同盟等について協議した。

第１２次アフガニスタン派遣部隊，７００名減の１，８

００名に【１２日】

１２日，コモロフスキ大統領は，アフガニスタン派

遣の期間延長案に署名。２０１２年１０月１４日から２

０１３年４月１３日までの間派遣される第１２次隊は，

これまでの２，５００名から７００名減の１，８００名及

び国内に待機する予備要員２００名で構成されること

となる。

ＥＵ外務理事会【１４～１５日】

１４日，ＥＵ加盟国の外相とラヴロフ露外相との夕

食会が行われ，ＥＵ・露関係，国際情勢等について

意見交換が行われた。シコルスキ外相は夕食会後

の記者会見で，「ＥＵ・露間では協力より対立問題の

方が多い」と発言。また，１５日に行われたＥＵ外務

理事会では，ベラルーシに対する制裁拡大等につい

て合意。

ポミャノフスキ外務次官がシンガポール及びフィリピ

ンを訪問【１５日】

１５日，ポミャノフスキ外務次官は，シンガポール

及びフィリピンを訪問。シンガポールでは，ポーランド

のＡＳＥＭ改革案を説明。フィリピンでは，ポーランド

の武器売却問題について協議。

モナコ皇太子夫妻がポーランドを訪問【１６～１７日】

１６日，モナコ皇太子夫妻がポーランドでの公式訪

問を開始。１７日，同夫妻は上下両院議長と会談し

た。

トゥスク首相が欧州人民党大会に出席【１７日】

１７日，トゥスク首相は，ブカレストで開催された欧

州人民党大会で演説し，「さらなる欧州と言いつつ，

ＥＵ予算削減を求める偽善的傾向が見られる」と発

言。

経    済

ポーランド国債の利回りが最低記録を更新【１１日】

１１日，ポーランド国債の利率は，これまでで最も

低い４．１２％となった。クレジット・デフォールト・スワ

ップ（ＣＤＳ）における取引が増加しており，本年６月

に２８２ポイントもあった年物国債の信用リスクは，２

０１０年４月以来の低い数値となる９６．３ポイントに

下がっている。これは，ポーランド政府による財政赤

字の削減及び経済成長の維持に対する評価であり，

最近は，フランス国債より信頼性があり，スロバキア，

イタリア，スペイン，ハンガリーよりも高い評価を得て

いる。ポーランド国債よりも高く評価されているのは，

中東欧諸国ではエストニア及びチェコのみである。

原発建設の入札，来年第１四半期までに「競争的対
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話」手続きが開始される予定【１１日】

ガヴリクＰＧＥ原子力エネルギー社副社長は，２０

１３年春までに，原子力発電所建設の入札参加予定

者との協議を終えるであろうとの見直しを示した。現

在，同建設計画にコンソーシアム・リーダー又はコン

ソーシアムの参加者として入札に参加する可能性が

ある全１３社と協議を始めている。２０１３年第１四半

期までにいわゆる「競争的対話」手続きが開始され，

これによりプロジェクトに参加する可能性のある企業

が３社程度に絞られる。また，同副社長は２０１５年

までに入札手続きは完了する予定と述べている。

ロシアの建設グループがポリメックス社の株式取得

をオファー【１２日】

ロシアのＶＩＳ建設グループが，ポリメックス・モスト

スタル社の増資の３３％分を購入するオファーを提

示している。同社の提示価格はポーランド企業開発

庁（ＡＲＰ）の提示価格より高い。しかし，基金がＶＩＳ

グループの経営権取得を認めることはないとの見通

し。現在の計画では，ポリメックス社の株式は国内の

投資家によって買収されることになる。

韓国ＫＩＡ Ｍｏｔｏｒｓがシェアを拡大【１２日】

ＫＩＡ Ｍｏｔｏｒｓのポーランド国内におけるシェアは

６％近くとなり，１年前より約１％拡大している。スロ

バキアの工場から完成車を供給している同社は過

去９か月間で１１，５５３台を販売し，２０１１年比で２

０％増となった。ＫＩＡ Ｍｏｔｏｒｓ Ｅｕｒｏｐｅ社長は，７

年保証とコンパクト・カーに関するオファーを定期的

に更新していることが成功に寄与していると発言。同

社は近々コンパクト・カー「シード」の３ドアタイプとミ

ニバン「カレンズ」を投入する予定。同社の成功は論

争を呼んでおり，２０１２年のパリ・モーター・ショーで

はフランスの工業大臣が，同社とヒュンダイ社が価

格操作によって市場を買い上げていると批判。ＫＩＡ

社社長は，同社は２．６％のシェアしかないと説明し

つつ，今年は欧州で３４万台を販売する予定である

とコメントしている。

日本の投資信託がポーランド債権を保有【１５日】

日本投信投資顧問株式会社は，ポーランドとメキ

シコの債券を資金運用に取り入れることを決定。投

資額は１９０億ドルで，１０月１１日よりポーランドの

債券が同社の資金運用の１．９％を占めることにな

る。同時に，２００９年末には４３％もあったユーロ圏

の債券に対する負債は８．３％に減少させた。同社

は現在，ユーロ圏ではドイツ，フィンランド，フランス

及びオランダの債券を保有している。

財政赤字が計画以上の速度で減少【１５日】

ポーランド中央銀行（ＮＢＰ）によれば，８月の財政

赤字は年間計画の１０億２，７００万ユーロを大きく下

回る６億３，３００万ユーロまで削減された。８月の輸

出は前年同期比４．３％増の１２０億３，０００万ユー

ロ，輸入は同３．０％減の１２０億７，０００万ユーロと

なっており，今後更なる貿易赤字の解消に伴い，財

政赤字の削減が期待できる見込み。

９月のインフレ率は３．８％【１５日】

インフレーションは，夏期に一時的な落ち込みをみ

せたが，９月に入り上昇基調で前年同期比３．８％上

昇した。上昇したのは，燃料費（１３％），電気料金（６．

４％），食料費（５．４％）である。専門家は，穀物輸出

国の問題のためにさらに食料価格が上昇することを

危惧している。

フィアット社のティヒ工場の生産台数が低下【１５日】

フィアット社のティヒ工場は本年３５万台を生産す

る。これは２０１１年の４６万７千台からの減少となる

見込みであり，３年連続の生産減となる。現時点で

は，人気車種であったパンダ・クラシックの生産終了

及び需要の減少を穴埋めする新モデルの生産の予

定もない。ティヒ工場における生産の最高記録は，２

００９年の６０万６，０００台である。

国内大手化学会社の合併が２０１３年第１四半期に

完了する見通し【１６日】

Ａｚｏｔｙタルヌフ社とＺＡプゥアヴィ社の化学会社合

併の過程は，２０１３年の第１四半期に完了する。国

有財産省のバニャク副大臣は，競争・消費者保護局

からも欧州委員からもよい判断がされることを期待し

ていると述べた。Ａｚｏｔｙタルヌフ社は，ワルシャワ株

式証券市場に上場されている最大の化学製品メーカ

ーで国有財産省が３２％超，国が管理しているＰＺＵ

グループが１０．３０％の株式を所有している。プゥア

ヴィ・窒素製造会社は，国有財産省が５０％超の株

式を保有する国営企業で，主に肥料やプラスティック

を製造しており，国内では唯一，世界で３番目に大き

いメラミン（化粧板，塗料，接着剤，食器などの原材

料）製造会社である。

労働市場が低迷，平均賃金が前月比減【１６日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，９月の平均賃金は

前年同月比１．６％増，前月比０．２％減となる３，６

４０．００ズロチとなった。これは物価上昇率３．８％

に対し相当低い数値である。８月は前年同月比２．

７％増，前月比０．１％減であった。雇用は前年同月

比同水準，前月比０．１％減（８，１００人）となる５，５

１４，１００人となっている。

政府がシェールガス関連法案の準備を完了【１６日】

シェールガス開発への投資枠組み構築の一環と
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して，政府は炭化水素（Ｈｙｄｒｏｃａｒｂｏｎ）採掘に対す

る課税や炭化水素基金創設を規定する「炭化水素

採掘法案」の骨子に合意した。今後，１１月までに環

境省が法案を策定し，その後関係者からの意見聴

取が行われ予定。骨子では，採掘会社に対し課され

る予定の税金及び手数料等を合わせると，総利益

の４０％近くになる。採掘されたガスの価格の５％，

原油の場合は１０％の税が課される。これに加えて，

採掘にかかるコストを差し引いた純利益に対し２５％

の特別炭化水素税が課されることになる。また，国

家による関与を明確にするため，国有財産省が監督

する「国家エネルギー資源管理会社」（ＮＯＫＥ）を設

立することを提案している。ＮＯＫＥは開発会社の監

督や二次市場における開発権益の取得等を行い，

利益は国家予算及び長期の投資を支援する炭化水

素基金に充当される。

中国の人件費上昇により，ポーランド製小型家電の

需要が高まる【１６日】

中国の人件費上昇により，ポーランド製小型家電

に対する海外からの需要が伸びている。ポーランド

の労働コストは中国よりも１０～１５％高いが，アジア

からの輸出の場合納品までに３か月近くかかるとこ

ろ，ポーランドからであれば短期に納入でき，品質は

同等である。中欧流通センターの統計によれば，ポ

ーランドでは，２０１２年上半期の小型家電輸入が前

年同期比３％減少し１億５千万ユーロとなったのに

対し，輸出は同１％増の１億７，８００万ユーロであっ

た。なお，ポーランドのＺｅｒｍｅｒ社は，これまで生産

量の１０％を国外企業に販売してきたが，今後は１

５％まで増加させる方針である。

ブザノフスキ国有財産相が原発建設計画について

言及【１６日】

ポーランド政府は，５００億ズロチ規模となる原子

力発電所の建設計画を取りやめる意図はない。１２

日のトゥスク首相の第２施政方針演説で，同首相が

原子力計画に言及しなかったことで，当初計画が維

持されているのかと疑問を呈する専門家もいたが，

ブザノフスキ国有財産相は，ラジオにおいて，「原子

力発電を建設するために追加的に５００億ズロチが

投じられるが，投資の決定や技術の選択等は２０１５

年にしか行われない」と発言。他方，本件に関する入

札は何度か延期されている。

養鶏協議会が消費拡大キャンペーンを検討【１７日】

国家養鶏協議会（ＫＲＤ）は，来年，鶏肉の消費拡

大キャンペーンを行う予定。現在年間一人当たりの

鶏肉消費量は２６～２７ｋｇであるが，この数値はさら

に伸びる余地がある。同協議会は，昼食食材として

鶏肉の消費拡大の可能性を検討し，キャンペーンの

準備を行っている。

鉱工業生産が３年振りの減少【１７日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，９月の鉱工業生産

は，３年振りの減少となる前年同月比５．２％減であ

った。特に，建設業界の減少が大きく同１７．８％減と

なった。専門家は８月の微増の後，９月は最大で３．

５％の減少を予測していたものの，予想以上に国内

外市場の縮小が進んだ結果となった。なお，９月の

生産者価格は過去２年間で最も低い前年同月比１．

８％増となっており，インフレ懸念は大幅に緩和され

ている。

「Ｄｒ．Ｉｒｅｎａ Ｅｒｉｓ」ブランドが高級ブランドの仲間入

り【１７日】

フランスの高級ブランドが加盟する「Ｃｏｍｉｔｅ Ｃｏｌ

ｖｅｒｔ」（コルベール委員会）は，高級化粧品メーカー

の「Ｄｒ Ｉｒｅｎａ Ｅｒｉｓ」（ＤＲＩＥ）がポーランド・ブランド

として初めて同委員会へ加入することを認めた。同

ブランドの国際的な向上心，品質，革新性及び倫理

的な経営等の特色が評価された。これまで，コルベ

ール委員会にはフランス国外の６つのブランドを含

む７５のブランドが参加している。

大使館からのお知らせ

トルンにおける領事出張サービスについて

大使館は，１１月１７日（土）１０時から１３時までの間，Ｈｏｔｅｌ Ｍｅｒｃｕｒｅ Ｈｅｌｉｏｓ （ul. Kraszewskiego 1/3 

Torun）において，領事出張サービスを実施します。詳しくは，下記ＨＰをご覧ください。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/j_20120913.html

ハーグ条約（国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約）について

当館ＨＰ上に，「ハーグ条約（国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約）に関する情報を掲載いたし

ました。詳しくは下記ＨＰをご覧下さい。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/documents/haga_pamphlet.pdf
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東日本大震災義捐金受付について

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成２５年３月３１日（日）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm

文化行事・大使館関連行事

〔予定〕 「日本の書道と扇」展示会【１０月１９日（金）～１１月４日（日）】

トルン地域博物館にて，「日本の書道と扇」展示会が開催されます。書道を施された扇が展示されます。

問合せ先，開催場所：トルン地域博物館（電話：56 660 56 12，メール：muzeum@muzeum.torun.pl，住所：Rynek 

Staromiejski 1，Torun）

〔予定〕 囲碁選手権大会【１０月２１日（日）】

当館広報文化センターにて，囲碁選手権大会が開催されます。同大会には囲碁に関心をもっている方はど

なたでも参加することができます。詳細については，ホームページをご覧ください。

問合せ先：ポーランド囲碁協会（ホームページ：http://warszawa.go.art.pl/）

開催場所：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： 22 584 73 00 ，E メール：info-cul@emb-japan.pl，

住所：Al. Ujazdowskie 51, Warszawa）

〔予定〕 日本映画際【１０月２６日（金）～２９日（月）】

ワルシャワの「シフィト」映画館にて，日本映画際が開催されます。本映画祭では，今までポーランドで上映さ

れたことのない「愛と青春」をめぐる１９３６～２００３年の作品７本をご覧いただけます。プログラムの詳細はこ

ちら（http://www.pl.emb-japan.go.jp/kultura/j_20121026.html）をご覧下さい。

問合せ先，開催場所：「シフィト」文化センター （電話番号 22 811 01 05 又は 22 811 11 09, メール

swit@dkswit.com.pl，住所：Ul. Wysockiego 11,Warszawa）

〔予定〕 第７回ノヴァ・ルダ日本文化デー【１０月２６日（金）】

ノヴァ・ルダにて，同市文化センター主催による，第７回日本文化デーが開催されます。日本の映画上映及

び日本映画のポスター展が予定されています。

問合せ先・開催場所：ノヴァ・ルダ市文化センター（住所：Strzelecka 2a, Nowa Ruda，電話：74 872 44 84，Ｅメー

ル：mok@mok.nowaruda.pl，ホームページ：http://www.mok.nowaruda.pl/）

読者からの情報提供

昭和女子大学学長・坂東眞理子氏による講演【１６日】

１６日，著書「女性の品格」で知られる昭和女子大学学長の坂東眞理子氏がポーランドを訪問し，ワルシャワ

大学図書館で「変わる日本の女性の役割」と題する講演を行った。本講演は，三井物産が社会貢献活動の一

つとしてワルシャワ大学日本学科に新たに開設した冠講座の第４回目。今回の講演に参加した約２００名は，

坂東氏の話を興味深く聴き，テーマに大きな関心を寄せ，活発な議論が交わされた。

〔予定〕 ルブリン市にてピアノコンサート等が開催されます【１０月２３日（火）】

１０月２３日，ルブリン市にて河合優子氏のピアノコンサート及び歌枕直美氏による「富智の山」公演（マリー・

キュリー＝スクウォドフスカ大学主催）が開催されます。その他，ヴウォジミェジュ・パストゥシャク氏による，１０

８の煩悩からインスピレーションを受けた絵画展も開催される予定です。

問合せ先：organizacja@poczta.umcs.lublin.pl

開催場所：UMCS "Chatka Zaka" ul. Rdziszewskiego 16, Lublin
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この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく， 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。

皆様からの情報提供をお待ちしています

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。）

【お問い合わせ・配信登録】

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                            

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。

在ポーランド日本国大使館 newsmail@emb-japan.pl

（ご連絡は電子メールでお願いします。）


